
平成30年1月19日

東北地方整備局

平成29年7月・8月
洪水の概要とハード対策について

資料－３第４回 雄物川大規模氾濫時の減災対策協議会
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神宮寺
(59.2ｋ)

長野
(玉川10.1ｋ)

椿川
(13.1ｋ)

じんぐうじ

ながの

つばきがわ

※７月２２日０時から２３日１３時
までの３７時間の累計

○累加雨量300mmを超えた観測所（累加雨量レーダ）

・大清水国交省

（子吉川）
338mm

・横手気象庁

（雄物川）
314mm

・雄和気象庁

（雄物川）
348mm

・中森川国交省

（米代川）
381mm

※正時データ○支川玉川及び玉川合流点より下流の本線及び支川の観測所

玉川
雄物川

・活発な梅雨前線の影響で、２２日昼前～２３日昼過ぎにかけて非常に激しい雨となり、雄物川流域等の１２観測所で２４時間
雨量が観測史上最大を記録するなど、多いところで累加雨量が３００ミリを超える大雨となった。
・雄物川本川（玉川合流点下流）及び支川の１０観測所のうち９観測所で、観測史上最高となる水位を記録した。

石田坂(6.1ｋ)
いしだざか

新波(41.8ｋ)
あらわ

木原田
(49.2ｋ)

きはらだ

刈和野
（60.6ｋ)

かりわの

豊成(岩見川4.5ｋ)
とよなり

淀川(淀川2.5ｋ)
よどがわ

栃木橋
(玉川33.3ｋ)

とちのきばし

平成２９年７月洪水の概要

最高水位 生起時刻 最高水位 生起日
計画高水位 －
はんらん危険水位 －
計画高水位 9.89
はんらん危険水位 8.10
計画高水位 －
はんらん危険水位 －
計画高水位 －
はんらん危険水位 －
計画高水位 11.00
はんらん危険水位 －
計画高水位 9.03
はんらん危険水位 5.70
計画高水位 －
はんらん危険水位 －
計画高水位 －
はんらん危険水位 －
計画高水位 －
はんらん危険水位 4.00
計画高水位 －
はんらん危険水位 －

これまでの最高水位

雄物川

雄物川

石田坂 左6.10k 6.27 H29/7/23  16:00 5.69 H23/6/24　24:00

椿川

水系名 河川名 観測所名 距離標 基準水位（m）
平成29年7月22日出水（暫定値）

右13.05k 9.16 H29/7/23  18:00 9.07 S22/8/3 18:00

H23/6/24 22:00

木原田 左36.90k 10.57 H29/7/23   17:00 9.60 H23/6/24　21:00

新波 左28.40k 14.55 H29/7/23  17:00 13.65

H23/6/24
12:00～13:00

刈和野 右48.70k 9.04 H29/7/23  16:00 8.30 H23/6/24 15:00

神宮寺 右59.18k 7.56 H29/7/23  11:00 7.74

H23/6/24 10:00

淀川 淀川 左2.50k 7.93 H29/7/23   9:00 6.36 H23/6/24 21:00

岩見川 豊成 右4.50k 10.05 H29/7/23  10:00 9.16

H19/9/17 23:00

桧木内川 栃木橋 左33.30k 4.49 H29/7/23   6:00 4.46 H19/9/17 20:00

玉川 長野 左10.10k 5.03 H29/7/23 　7:00 4.79 ※数値は速報値であり、今後変更

となる場合がある

椿川（つばきかわ）水位観測所
水位（ｍ）

雨量（mm・h）

計画高水位 9.89m

氾濫危険水位 8.10m

避難判断水位 8.00m
氾濫注意水位 6.60m

水防団待機水位 5.60m

洪水ピーク水位 9.16m（7月23日18:00）
7/22 7/23 7/24 7/25

神宮寺（じんぐうじ）水位観測所水位（ｍ） 雨量（mm/h）

洪水ピーク水位 7.56m（7月23日11:00）

氾濫危険水位 5.70m
避難判断水位 5.50m
氾濫注意水位 5.00m

水防団待機水位 3.50m

計画高水位 9.03m

7/22 7/23 7/24 7/25

長野（ながの）水位観測所水位（ｍ） 雨量（mm/h）

洪水ピーク水位 5.03m（7月23日7:00）

氾濫危険水位 4.00m
避難判断水位 3.70m
氾濫注意水位 2.90m

水防団待機水位 2.30m

7/22 7/23 7/24 7/25
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神宮寺
(59.2ｋ)

長野
(玉川10.1ｋ)

玉川ダム

○累加雨量200mmを超えた観測所（累加雨量レーダ）

※正時データ

玉川
雄物川

平成２９年８月洪水の概要

・前線を伴う低気圧の影響で、２４日昼前～２５日の明け方にかけて非常に激しい雨となり、累加雨量が２００ミリを超える大雨
となった。

・特に、玉川ダムでは過去最高の流入量（1,200m3/s）を記録し、雄物川の神宮寺水位観測所、玉川の長野水位観測所の２観
測所で氾濫危険水位を上回るなど、平成２９年７月洪水に続き短期間のうちに二度の大きな洪水となった。

神宮寺（じんぐうじ）水位観測所

氾濫危険水位 5.70m

避難判断水位 5.50m
氾濫注意水位 5.00m

水防団待機水位 3.50m

計画高水位 9.03m

水位（ｍ） 雨量（mm/h）

洪水ピーク水位 6.36m（8月25日8:00）

長野（ながの）水位観測所

避難判断水位 3.70m
氾濫注意水位 2.90m

氾濫危険水位 4.00m

水防団待機水位 2.30m

洪水ピーク水位 4.43m（８月25日4:00）

水位（ｍ） 雨量（mm/h）

※８月２４日１２時から２５日９時
までの２４時間の累計

・高下国交省

（北上川）

300mm

・滝ノ上国交省

（北上川）

206mm

・下桧木内国交省

（雄物川）

202mm

・中森国交省

（米代川）

208mm
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)
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量
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m
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月日時

流入量

放流量

貯水位

洪水時最高水位

平常時最高貯水位

洪水貯留準備水位

最大流入量毎秒約1,200m3

※既往最大流入量

最大放流量

毎秒約40m3

【ダムによる貯留効果】

最大毎秒約1,160㎥(97%)

玉川ダム
※数値は速報値であり、今後変更となる場合がある



平成２９年７月・８月洪水と既往洪水における降雨の比較
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◆雄物川での既往洪水における降雨分布パターン

【2日雨量等雨量線図】
S19.7.19-20

■全流域型

S22.7.22-23

■全流域型

H19.9.16-17

■玉川流域型

S62.8.16-17ヨシ

■全流域型

S44.7.29-30

■本川上流型

■全流域型

H23.6.23-24

222mm 238mm 142mm

157mm 168mm157mm

【平成29年7月洪水】
椿川上流2日雨量＝220mm（暫定値）

玉川ダム玉川ダム

●椿川(13.2k)

つばきがわ

神宮寺(59.2k)

長野(玉川10.1k)

じんぐうじ

ながの

玉川ダム

●椿川(13.2k)

つばきがわ

神宮寺(59.2k)

長野(玉川10.1k)

じんぐうじ

ながの

玉川ダム

●椿川(13.2k)

つばきがわ

神宮寺(59.2k)

長野(玉川10.1k)

じんぐうじ

ながの

玉川ダム

●椿川(13.2k)

つばきがわ

神宮寺(59.2k)

長野(玉川10.1k)

じんぐうじ

ながの

玉川ダム

●椿川(13.2k)

つばきがわ

神宮寺(59.2k)

長野(玉川10.1k)

じんぐうじ

ながの

玉川ダム

●椿川(13.2k)

つばきがわ

神宮寺(59.2k)

長野(玉川10.1k)

じんぐうじ

ながの

【平成29年8月洪水】
椿川上流2日雨量＝120mm（暫定値）

主要洪水 椿川上流2日雨量

S19.7 222mm

S22.7 238mm

S44.7 142mm

S62.8 157mm

H19.9 157mm

H23.6 168mm

H29.7 220mm

H29.8 120mm

第1位

第2位

第3位

平成29年7月洪水におい

ては、椿川上流平均2日

雨量が既往第3位を記録

※数値は速報値であり、今後変更となる

場合がある

玉川ダム
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雄物川18.0k（黒瀬地区）
くろせ

雄物川29.8k（新波地区）
あらわ

雄物川33.0k（協和小種地区）
きょうわ こだね

雄物川47.0k（寺館地区）
てらだて

雄物川53.0k（春木沢地区）
はるきざわ

雄物川49.0k（三条川原地区）

雄物川

土買川

雄物川47.0k（協和峰吉川地区）
きょうわ みねよしかわ

雄物川57.0k（南外川口地区）

平成２９年７月洪水 雄物川の状況

雄物川

雄物川

雄物川

雄物川

雄物川

雄物川

雄物川

楢岡川

さんじょうかわら
なんがい かわぐち



・雄物川河口から６５.２ｋ左岸堤防法崩れ箇所における、地元建設業者による夜通しの緊急復旧作業。
【応急復旧：７月２２日１７：３０～２３日６：５０】 【本復旧：７月２４日１３：００～２５日４：４０】

本復旧実施状況 夜間の本復旧実施状況 本復旧完了状況

・雄物川河口から４３.７ｋ右岸河岸法崩れ箇所において、ブルーシートによる応急措置を地元建設業者が実施。
・現地調査を地元測量業者、専門家、職員で実施し、復旧工法などの対策工を検討。

応急措置状況 地元測量業者による現地調査状況 専門家による現地調査状況

７月２４日２０：１５７月２４日１５：００

平成２９年７月・８月洪水における取り組み・活動状況等

▼地元建設業者等の活動状況【平成29年7月洪水の例】
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釜段工：
土のうを円形に積上げ、
水深を保つことにより、
川側との水位差を小さく
し、漏水量の増加を抑え、
堤防内部の土砂流出に
よる決壊を防止する工法。

・水防活動として、水防団による堤防の監視、浸水被害軽減のための排水作業、堤防からの漏水を防ぐ等の
水防工法を実施。

堤防の監視 排水作業 水防工法

釜段工

雄物川右岸37.6k玉川右岸0.0k玉川右岸0.0k

・広範囲にわたる浸水被害の状況を地元測量業者と職員で連携し調査。

浸水深調査状況 住民への聞き込み状況浸水深調査状況
6

平成２９年７月・８月洪水における取り組み・活動状況等



▼TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）、リエゾン（災害対策現地情報連絡員）の活動状況【平成29年7月洪水の例】
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平成２９年７月・８月洪水における取り組み・活動状況等

今回の災害では、北海道開発局、関東地方整備局より、被害状況
の把握及び被害拡大の防止、技術的な支援のためＴＥＣ – ＦＯＲＣＥ
が集結し、支援活動を展開。

【TEC – FORCEの支援】（平成29年7月27日 17:00時点）

・北海道開発局 のべ ２７人・日

・東北地方整備局 のべ１８７人・日

・関東地方整備局 のべ １６人・日（排水ポンプ車 のべ１０台）

合計 のべ２３０人・日

大仙市
だいせん

▲ＴＥＣ-FORCE出発式

▲玉塔川調査状況（大仙市）

▲二井山上溝線調査状況（横手市）

横手市
よこて

東北地方整備局では、自治体への支援・情報収集のため、１県３市へ
のべ４７人・日派遣。

【リエゾン派遣状況】（平成29年7月27日 17：00時点）

・秋田県庁 のべ１５人・日

・横手市 のべ１２人・日

・大仙市 のべ１０人・日

・由利本荘市 のべ１０人・日 合計 のべ４７人・日

▲ 7/23 リエゾン活動状況（由利本荘市） ▲ 7/24 リエゾン活動状況（秋田県庁）

▲ 7/25 リエゾン活動状況（大仙市） ▲ 7/26 リエゾン活動状況（横手市）
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平成２９年７月・８月洪水における取り組み・活動状況等

大仙市須和町地区（福部内川遊水地）

秋田市仁井田地区

大仙市大曲浜町地区（浜町排水樋管）

大仙市強首地区

大仙市間倉地区

大仙市角間川地区（角間川排水樋管）

稼動：7月22日23：30～7月24日8：20 撤収

稼動：7月22日23：30～7月23日8：40

7月23日14：10～7月24日8：20 撤収

稼動：7月23日16：35～7月24日20：20 撤収

稼動：7月23日15：30～7月24日14：36 撤収

稼動：7月23日11：50～7月23日16：00 撤収

稼動：7月24日7：45～7月24日15：30 撤収

▼排水ポンプ車の稼働状況（雄物川）【平成29年7月洪水の例】

福部内川遊水地

遊水地

丸子川

排水ポンプ車

(国土交通省）

排水ポンプ車

（秋田県）

丸子川

浜町排水樋管

排水ポンプ車

排水ポンプ車

雄物川

角間川排水樋管

○大仙市

排水ポンプ車 30m3/min×４台

排水ポンプ車 60m3/min×１台

照明車１台

○秋田市

排水ポンプ車 30m3/min×１台

照明車１台
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▼ダムの治水事業効果
【平成29年8月洪水の例】

平成２９年７月・８月洪水における取り組み・活動状況等
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防災操作開始前の

貯水位 EL.381.4m

防災操作終了時の

貯水位 EL.386.4m

最大流入量毎秒約1,200m3

※既往最大流入量

最大放流量

毎秒約40m3

【ダムによる貯留効果】

最大毎秒約1,160㎥(97%)

玉川ダム

玉川ダム諸元(国土交通省管理）

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 １００．０ｍ

堤頂長 ４４１．５ｍ

総貯水容量 ２５４百万ｍ3

有効貯水容量 ２２９百万ｍ3

鎧畑ダム諸元(秋田県管理)

型 式 重力式コンクリートダム

ダム高 ５８．５ｍ

堤頂長 ２３６．０ｍ

総貯水容量 ５１百万ｍ3

有効貯水容量 ４３百万ｍ3

累加レーダー雨量
(24日5時～25日9時)

玉川ダム

長野

鎧畑ダム

○支川玉川に位置する玉川ダム(国)･鎧畑ダム(県)では､平成29年8月24日から防災操作を行った。玉川ダ
ムは平成２年の建設以降最大の流入量(約1,200㎥/s)を観測し､ダムに流れてくる水量の一部(約2,630
万㎥※東京ﾄﾞｰﾑ21個分)をダムに貯めることで下流へ流す水量を最大で約97％低減した。

○ダムによる洪水調節の結果､玉川の水位を低下させると共に、雄物川の浸水被害軽減に寄与したと推定
される。

○今次洪水は8月26日開催の第91回全国花火競技大会直前に発生したため、桟敷席周辺に浸水が及んだが
ダムの洪水調節による水位低減効果が寄与したと推定される。

雄物川大仙市

市街地

花火大会会場周辺状況写真

花火大会会場周辺近景写真

※数値は速報値であり、今後変更となる場合がある

花火大会

競技会場

雄物川の水位が上昇し､
桟敷席への被害が発生

避難判断水位 3.60m
氾濫注意水位 2.90m

水防団待機水位 2.30m

氾濫危険水位 4.00m

玉川・鎧畑ダムが無かった場合の
水位上昇量 約60cm

（ダム下流 長野観測地点）
玉川・鎧畑ダムが無かった場合
の水位上昇量 約60ｃｍ
※実績再現計算結果

ダム下流地点における水位低減効果



平成２９年７月・８月洪水における取り組み・活動状況等

▼「逃げ遅れゼロ」を目指した取り組み
【平成29年7月洪水の例】

災害発生時に地域住民の方々が適切な防
災行動が行えるようにプッシュ型配信による
情報提供を行うこととしており、今回の発生し
た災害において、東北地方では初めてとなる
プッシュ型配信を実施。 （平成29年5月1日配
信開始）

災害の発生が予想される場合に、河川水位の状況
などを市長、事務所長等の間で情報交換を行うホット
ラインにより自治体へ情報提供を実施。

▲配信されたプッシュ型メール

（大仙市神宮寺地区）

（第１報） 氾濫危険水位到達

秋田市と秋田河川国道事務所のホットライン実施状況（雄物川下流）

大仙市と湯沢河川国道事務所のホットライン実施状況（雄物川上流）

ホットラインによる自治体への情報提供

プッシュ型メールによる住民への情報提供
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平成２９年７月・８月洪水を踏まえた対応状況
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平成２９年７月・８月洪水を踏まえた対応状況

平成２９年７月洪水を踏まえた緊急治水対策区間（当面の整備）



平成２９年７月・８月洪水を踏まえた対応状況

『雄物川 激甚災害対策特別緊急事業 推進室」設置式

平成30年1月9日 開催

大仙市長のご挨拶 秋田市副市長のご挨拶

大仙市 杉山田自治会長のご挨拶 推進室 湯沢分室 看板設置 13


